
　通知表は学校から家庭への重要なコミュニケーション・ツールであ
り、教育的にいうと形成的評価の大事な手段になるものです。学校生活
における生徒の学習成果や生活状況を学期末に確認し、あるべき姿との
関係で評価し、それをうまくフィードバックすることによって、その生
徒のさらなる前進を図っていくためのもの、と言っていいでしょう。

　そうした基本性格を持つ通知表を見るとき、評点がどうなっているか
についての関心は当然のこととして、所見欄に教師が何をどう記入して
いるかは、生徒にとっても保護者にとっても、大きな関心の的となりま
す。学校での生活における当人の姿を教師がどう見ているか、何を認め
てくれており、何を問題視しているのか、まさに他人事ではありません。
　生徒は教師が記していることばによって、新たな気づきに導かれ、反
省させられ、励まされます。通知表は、当人に対する教育指導の大切な
ツールとしての役割を持つことを忘れるわけにはいきません。さらには
保護者としても、自分の目の届かない学校での当人の姿を知ることに
よって、家庭での対応の仕方を考えさせられることになります。通知表
は教師と保護者のコミュニケーション・ツールであると同時に、学校と
家庭の教育的な連携協力関係を深めるものとなるのです。

　時代の進展とともに、我々の目にする子ども達の姿も変わってきてい
ます。中学生なら当然のこととされる思春期発達の具体的な表れも、以
前とは異なったものになっています。少し以前なら顕著に見られた反抗
期的言動も、今の中学生にはほとんど見られなくなっています。しかし
ながら、教師の目の届きにくいところで、今の中学生も友人関係や勉強
に関する悩みを持ち、またいじめや学校嫌い等の問題現象も生じていま

監修のことば

す。教師の職にある方々は、今の中学生の抱える問題を見過ごすことな
く、的確に捉え、保護者にも伝え、当の生徒の新たな成長のきっかけに
していくことが求められています。通知表の所見欄に記入することは、
教師が自分自身の眼を磨いていく上で、得難い機会となるでしょう。

　本書は、通知表の教育的機能を十分に発揮していただくために、参考
事例となるところをできるだけ多く盛り込みたい、という願いをもって
制作されました。こうした願いを実現するために教育界の優れた先達の
方々が編集と執筆に精魂を傾けてくださいました。一人でも多くの教師
の方々が本書を手に取り、有効活用していただくことを願っています。
　本書の刊行にあたっては、学陽書房編集部の村上広大さん、小原加誉
さんをはじめとする方々に、多大なお世話になりました。ここに記して
深い謝意を表したいと思います。

　2021（令和３）年７月
梶田 叡一
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　通知表の所見文について、知人の一人から中学校時代の苦々しい思い
出を聞かされ、驚いたことがあります。
　曰く、「時に友だちの発言をさえぎり、自分の価値観を押しつけると
ころがあり……」と書かれていたそうです。
　何を根拠にそう書かれたのか尋ねると、「大方、先生のやり方にそぐ
わない議論好きの私が鼻についたのだろう、おかげでしばらく無口に
なったよ」と言うのです。これは、NGの所見文例と言えるでしょう。
　幸い、知人は３年担任の所見文に及んで、「あの先生は僕をわかって
くれた。だから、今の僕がある」とにこやかに語ってくれました。何気
なく、当たり前にしていたことを、教師が認めてくれことで、自分の良
さに気づかされ、自信がついたと言うのです。

　このように、信頼される所見文であれば、生徒はこれを受け止め、自
らの学習過程や学校生活を振り返り、次への指針を見出すことでしょ
う。また、保護者はこれを受け止めて今の我が子への理解を深め、子ど
もにどう対していけばいいか教師と話し合うことにもつながります。こ
の先生の言うことなら、この先生の評価ならうなずけるという、教師と
生徒・保護者との信頼関係が築かれ、通知表の機能が一層発揮されるこ
とと思います。

　そこで、本書では模範文例を多く示すことよりも、一人の生徒の姿に
対して、△の文例と○の文例を示すことにしました。△の文例はNG文
例であり、惜しい文例と言い換えてもよいでしょう。一見すると、さほ
ど問題がないように見えますが、所見文として、不適切な点や不十分な
点が含まれています。

はじめに

　これに対し、○の文例はOK文例です。しっかりと生徒・保護者に
伝わり、信頼される文例を挙げています。そのうえで、それぞれどこが
NG（イマイチ）なのか、どこがOK（ピカイチ）なのかを解説しています。
　両者を比較することで、実際の授業や学校生活の中で生徒のどんな事
実に着目して見取っていけばよいか、どのように記述していけばよい
か、参考にしていただければと願っています。そして、子どもの事実に
着目していく評価のあり方を校内研修に組み込んでいくことを願って
います。

　さらに、「願い・ねらい」に応じて評価の具体的な姿を考えることは、
授業を構想し、生徒を促す指導の手立てを講じていくことにつながるは
ずです。その学びの仕掛けの中で、教師が温かく鋭い眼差しを生徒に向
けていくことで、互いの信頼関係が一層築かれる所見文へと反映されて
いきます。
　教師のこの尊い営みにより、「学びに向かう力、人間性等」という目
標に向かう、より良い行い、より良い授業が生まれることを期待してい
ます。
　末筆ながら、今回、お忙しい中でご執筆くださった経験ある先生方に
心より御礼申し上げます。

　2021（令和３）年７月
杉浦 治之
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第1章

所見文の書き方と
新しい学習評価



❶ 通知表の機能と所見文

1通知表の機能と役割

　通知表における評価は、学期のまとめの評価であり、生徒の「学び」
と「育ち」の結果を総括化する「総括的評価」です。
　したがって、通知表の機能は、その総括的評価の一翼を担うものとし
て、生徒一人一人の学期、あるいは学年における教育課程の確認といえ
ます。
　また、生徒と保護者に対し、学校としての評価結果を知らせることに
よって、その努力と成果を共有するとともに、今後より一層の努力を促
すきっかけとしてもらうことで、家庭と学校の教育的なつながりを密接
にしていくものです。
　通知表は、総括的評価を通知する機能とともに、その通知による学校
（教師）と生徒・家庭（保護者）間の双方向のコミュニケーション機能
が重視されるようになってきています。

2コミュニケーション機能としての通知表

　教師からのコメントや文章が充実している通知表は、生徒及び保護者
とのコミュニケーションが充実した通知表です。明確な評価規準に基づ
いて、子どもの学習成果をきちんと評価していかなくてはなりません。
　また、学習成果の評価だけではなく、それと同時に、性格・行動の様
子や記録、あるいは特別活動や学校生活に関する評価も求められます。
　それぞれの学校における教育目標や学校経営の重点を踏まえて、学校
生活における一人一人の頑張りの様子をきめ細かく見ていき、常日頃か

らメモをとるなどして、通知表での評価や所見文に反映させていくこと
が大切です。

3保護者の価値観の多様化

　現代の若い保護者の家庭環境は多様で、それに伴い、「子育て観」も
多様化しています。
　ある調査によれば、保護者が子どもに期待する価値観の優先順位は、
かつての祖父母の時代と現在とでは次のように変化しています。

〈祖父母時代〉
①「人に迷惑をかけない」
②「挨拶や行儀作法ができる」
③「保護者や先生など目上の人を尊敬する」
④「家の手伝いをする」
⑤「自分のことは自分でできる」

〈現在〉
①「親子のコミュニケーションがとれる」
②「親子のふれあい」
③「思いやり・やさしさ」
④「自分の気持ちを言える」
⑤「友達と遊べる」

　このような優先順位の転換は、昨今の教育問題に大きく反映されてい
ます。学校でもこうした変化を理解して、一人一人の生徒の指導にあた
ることが大切です。

１
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4保護者の理解と協力を得るために

　担任の教師は、学級懇談会・家庭訪問・個人懇談会などを通して、日
頃から保護者との関係づくりに努める必要があります。
　その過程を踏まえた上で、保護者が「我が子をよく見てくれている」
と思うような、子どもに対する「認め」と「指針」と「励まし」のある
心のこもった、説得力のある所見文に仕上げましょう。
　また、保護者は「我が子にはすくすく伸びてほしい、幸せになってほ
しい」という思いから、つい「過干渉」となってしまいがちです。こう
した点を考慮した上で、生徒の学校での姿を認めて励まし、学校と家庭
が子どもへの共通理解を深め協力していくことは、生徒の成長にとって
大切です。そして、学校と家庭を結ぶパイプ役が通知表といえます。

5質問・クレームに備えるために

　最近、通知表の成績及び所見文で、保護者から転記ミス、誤字脱字以
外についての質問・クレームが出されることがしばしばあります。例え
ば、「うちの子は国語のテストで 80 点採っているのに、どうして『漢字
の練習をしっかりしましょう』と書かれるのですか」「去年の先生から
は問題のない子だと評価されていたのに……」といったものです。
　保護者からの成績訂正要求が増加したため、近年では懇談会の席上で
通知表の成績を見せて、保護者からのクレームが出ないように対応する
学校が各地で見られるようになりました。
　したがって、教師側も質問・クレームがあるものとして、あらかじめ「授
業態度」や「身辺の整理・整頓」等の観察記録、「ノート」「作文」や「宿
題」「提出物」「子ども自身の自己評価カード」の記録などをとっておく
必要があります。保護者には、それらを用いて日頃の補助簿や座席表メ
モの記録を根拠に説明し、納得してもらえるような準備を怠らないよう

にすることも大切な心構えです。
　また、教師は日頃から次への学びや成長に結びつく形成的な評価を生
徒に示して、支援する必要があります。つまり、総括的な評価である通
知表でいきなり結果を突きつけないことです。そうして、生徒・保護者
に「この先生の言うこと（評価）ならうなずける」と信頼してもらえる
ような関係を築いておくことが大切です。
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第2章

育ちの姿（生活面）の
所見文例



❶ 基本的な生活習慣

［基本的な生活習慣］の評価のポイント

　「基本的な生活習慣」では、自他の安全に努め、礼儀正しく節度を守り、
調和のある生活をしているか、生徒の言動を観察します。
　次のような表れを評価していくことが考えられます。

・交通規則を守り通学するなど、自他の安全を考えて行動している。
・礼儀の意義を理解し、時と場所に応じた適切な言動をとっている。
・決められた時間を守るなど、時間の大切さを考えて有効に使ってい
る。
・身のまわりの整理・整頓、公共の場での片付けや後始末をしている。
・提出物や学習用具の忘れ物をせず、予定を立てて行動している。
・自分の持ち物を大切にし、お金を無駄遣いしないようにしている。
・情報モラルを持ってネットを利用するようにしている。

　新しい観点には「学びに向かう力・人間性」があります。「人間性」
については、教科や道徳、特別活動におけるそれぞれの主体的な学びが
関わり合い、積み重ねられることで、涵養されていくと考えられます。
　「基本的な生活習慣」では、まさしく清浄な学校生活での自覚ある行
動の積み重ねが習慣化され、その子の「人間性の涵養」がなされている
ことを見取って記述していくことになります。

1 自他の安全

   慌ただしさがなく、落ち着いて生活した生徒

抽象的でわかりにくい表現を用いている

生徒のどんな行動を評価しているか具体的に記述

　いつも当番活動など、学級での決められた仕事を一つ一つしっか
りやってくれて助かっています。また、生活全般で落ち着いた行動
をとることができ、精神面でも安定してきたように思います。

ここがイマイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

「しっかり」「一つ一つ」「生活全般で落ち着いた行動」では、生徒にも
保護者にもどんな行動が評価されているかが伝わりません。また、「精
神面でも安定」は誤解されがちな表現です。

　授業の開始前に、用具の準備や当番活動などを済ませてゆとりを
持って行動しています。また、教室を出るときには窓やドアを閉め
て、特別教室に移動してくれました。どんなときでも人を急かすこ
となく、心配りのある言葉をかけて次の行動に移っていました。

ここがピカイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

教師がその子のどんな行動を観察し、何を評価しているのがわかります。
そして、気持ちの面でも慌ただしさがなく、落ち着いて生活しているこ
とが、具体的な行動から見えてくるように記述しています。 
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2 挨拶や言葉遣い

   毎朝、さわやかな挨拶をしていた生徒

担任教師の視点でしか評価していない

他の教師からの評価も適切に伝えている

　毎朝、元気でさわやかな挨拶をしてくれています。おかげで学級
も明るくなり助かります。改まった場面では、敬語に注意して上手
に対応できるようになりました。社会に出たときにも、こうした言
葉遣いができていくことを期待しています。

ここがイマイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

「してくれています」「助かります」は、誰のためなのかをはっきりしな
いと、担任教師のためだけのものになってしまいます。また、こうした
行動が見られた場面を明らかにすると、生徒も振り返ることができます。

　毎朝、元気でさわやかな挨拶を友達にして教室に入り、学級の雰
囲気を明るくしています。面接練習でも、尊敬語だけでなく、謙譲
語も自然に使って話をすることができていると担当の先生から聞き
ました。社会に出ても通用する言葉遣いが身についてきています。

ここがピカイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

教師がいつ、どの場面での行動を評価しているのかが見えてきます。ま
た、同僚教師からこの子の生活行動の情報を収集し、他の教師からの評
価として適切に伝え、本人の成長を認めた記述となっています。

3 礼儀正しい行動

   面接練習を通じて、礼儀正しさを学んだ生徒

生徒がその思いを持った理由がわからない

生徒の様子を具体的に見取り、励ましている

　面接練習を行った後に、これからは普段でも丁寧な言葉遣いを心
がけたいと感想を書いてまとめていました。今後もこの気持ちを大
切にして、いっそう礼儀正しい行動をしていくことを期待します。

ここがイマイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

授業や特別活動の面接練習を通して、言葉遣いを学ばせた場面を切り取っ
ていますが、建前だけの感想にとどまらないようにしたいものです。そ
の子がそうした思いに至った経緯を記述すると良いでしょう。

　グループでの面接練習で、言葉を選んで話したことから、「君の
良さや気持ちが伝わったよ」と友達に言われ、日頃から丁寧な言葉
遣いを心がけたいと感想をまとめました。社会に出てもこの気持ち
を大切にして行動していくことを期待します。

ここがピカイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

自分の言葉遣いが友達に認められたことで思いを強くしたという、生徒
の感想をよく読み取っています。生徒が本音で発した言葉を受け取るこ
とで、教師からの励ましになった記述です。
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第3章

学びの姿（学習面）の
所見文例



❶ 国語

［国語］の評価のポイント

   知識・技能
　文字や文学的言語・論理的言語に対して大づかみする能力（事象認識）
や関係を捉え意味づけする能力（関係認識）を評価します。この学習内
容は、語彙、語句、文法といった言語的要素、話や文章に含まれる情報
の扱い方、言語文化、書写、読書等に関する事項があります。
　この所見文は、「文節を区切ることができた」「視点人物と対象人物を
指摘できた」といった端的なものになりますが、学習内容と関連させつ
つ学習過程での生徒の表れを見取って記述します。

   思考・判断・表現
　文字や文学的言語・論理的言語に対して、多角的・総合的なイメージ
づくりや概念づくりをする能力（総合認識）が問われる評価です。「Ａ　
話すこと・聞くこと」「Ｂ　書くこと」「Ｃ　読むこと」に応じた学習内
容と活動において、それぞれの指導事項のねらいに到達していく過程で
の生徒の表れを所見文で記述します。

   主体的に学習に取り組む態度
　生徒自身が課題意識を持って取り組むような、自覚的で多様な追究活
動を盛り込む授業設計により「主体的に学習に取り組む態度」を見取る
ことができます。
　「主題（主張）を～へと掘り下げていこうとしている」「自分の言語活
動を見直している」といった表れの所見文にします。

1 知識・技能

   文節同士の関係をきちんと理解した生徒

教え込んだ表面的なことだけを記述 

生徒が理解していく過程をわかりやすく記述

　文法学習では、文節相互の関係には主・述関係や修飾・被修飾関
係など、様々な関係があることを理解して、教科書の練習問題を解
くことができました。

ここがイマイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

「主・述関係」など、文法の学習用語を使い簡潔に表現していますが、
これではわかりやすい所見文とはいえません。また、教え込んだ表面的
なことだけを伝えるのでは不十分です。

　「文の組み立て」では、文節がどのように組み立てられ、関係し合っ
ているかを指摘することができました。そして、より的確に文の意
味や話の内容を理解するときに、この関係を手がかりにすることを
理解できました。

ここがピカイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

授業の中で生徒が理解していく過程を、保護者が読んでもわかるような
表現で伝えています。また、ここでの学びの意味にも改めて触れて、こ
のことが本人に理解されたことを記述しています。
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2 思考・判断・表現

   主人公の心情を捉えて考えをまとめた生徒

生徒の変容が書かれていない 

　「少年の日の思い出」の学習では、主人公の気持ちはどのように
揺れ動いていったか、ワークシートに場面ごとの心情変化を書き出
して、授業で発表し合うことができました。

ここがイマイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

学習活動を羅列するだけでは、生徒の思考の深まりはわかりません。生
徒の学習過程を俯瞰した上で、その中で着目すべき生徒の変容を捉えて
記述する必要があります。

生徒が思考を深めた過程を見取っている

　「少年の日の思い出」の学習で、結末の主人公の心情を捉えるこ
とを課題とし、主人公が過ちを友達に言い訳する場面の会話を想像
することで追究しました。そこから、「一度起きたことは、もう償
いができない」ことに結びつけ、考察をまとめることができました。

ここがピカイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

課題解決に向けての工夫や結論に至った経緯のなかで、生徒がどのよう
な課題意識で、どういう手だてで、どう思考を深めたかを見取って記述
しています。

3 主体的に学習に取り組む態度

   作品の主題を理解し、読書意欲を高めた生徒

ありきたりな言葉を羅列している

学習過程に沿って個に応じた現れを詳述

　小説「故郷」の学習では、作品の主題をまとめるという課題に対
して、たいへん熱心に追究することができました。追究をしたこと
をもとに積極的に意見交換をすることができ、読書意欲が向上した
ように思います。

ここがイマイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

「主体的に学習に取り組む態度」の観点では、学習過程の事前・事中・
事後の中での興味・関心・意欲を見取っていきたいものです。ただし、
この例文のようにありきたりな言葉を羅列しないことです。

　小説「故郷」の学習では、人々の心に訴えたいという作者の願い
に共感し、主題を考えました。一つ一つの言葉の意味を考えること
で、主題が深まることを実感し、読書の面白さに気づきました。こ
の作者の作品をもっと読みたいとも感想にまとめています。

ここがピカイチ ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

単元初めのガイダンスで、生徒が学習の意義を理解したことから意欲を
高め、それをもとに自分の学習を見つめながら追究していったという、
主体性や自己統制のある表れを記述しています。
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